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具体例 UkVě固有多項式
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から �の固有値は � = �R, R, kであることが分かります．
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具体例 UjVě固有ベクトル
UBV � = �Rのとき行列式の計算における行基本変形を用いると
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であることが分かります．さらに
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と行基本変形できますから
(#R) , t = x, v = y

となります．これから固有ベクトルは
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であることが分かります． 戸瀬　信之 j 次元固有値問題 URV
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具体例 U9Vě固有ベクトル
UBBV � = Rのとき 上の行列式の計算の行基本変形を用いて
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と行基本変形できますから
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具体例 U8Vě固有ベクトル
UBBBV � = kのとき 固有多項式を求めるために用いた行基本変形を用いると
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具体例 UeVě対角化
ここでさらに
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とすれば，相異なる固有値の固有ベクトルは線型独立ですから，S は正則となります．このとき
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と �が対角化されます． 戸瀬　信之 j 次元固有値問題 URV

-

i ii
te

-


